
(57)【要約】

【課題】簡易かつ廉価に電子・イオン・軟X線の検出が

できる、新規な呼び径40mmの真空フランジつき電子・イ

オン・軟X線検出器を提供すること。

【解決手段】呼び径４０mmのフランジ（２）と、前記フ

ランジ（２）に支持される支柱（３）と、前記支柱（３

）に支持された基板（４）と、前記基板（４）上に支持

されたマイクロチャンネルプレート（７）と、前記マイ

クロチャンネルプレート（７）の上に支持されたマイク

ロチャンネルプレートカバー（６）と、前記マイクロチ

ャンネルプレートカバー（６）の上に絶縁されて支持さ

れた加速・減速電極（８）と、を備えた電子・イオン・

軟Ｘ線検出器（１）。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 呼 び 径 ４ ０ mmの フ ラ ン ジ と 、
　 前 記 フ ラ ン ジ に 支 持 さ れ る 支 柱 と 、
　 前 記 支 柱 に 支 持 さ れ た 基 板 と 、
　 前 記 基 板 上 に 支 持 さ れ た マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト と 、
　 前 記 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト の 上 に 支 持 さ れ た マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト カ バ ー
と 、
　 前 記 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト カ バ ー の 上 に 絶 縁 さ れ て 支 持 さ れ た 加 速 ・ 減 速 電 極 と
、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 呼 び 径 ４ ０ mmの フ ラ ン ジ に 電 流 導 入 部 を 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記
載 の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 加 速 ・ 減 速 電 極 に メ ッ シ ュ を 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載
の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト の 陽 極 と マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト の 出 力 電 極 と の
間 に １ MΩ の 抵 抗 を 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ま た は ３ の い ず れ か に 記
載 の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 電 子 、 イ オ ン 、 軟 Ｘ 線 を 検 出 可 能 な 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 電 子 、 イ オ ン 、 軟 Ｘ 線 を 検 出 す る 検 出 器 と し て は 、 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト
（ Ｍ Ｃ Ｐ ） を 使 用 す る 検 出 器 が 知 ら れ て お り 、 真 空 チ ャ ン バ で 使 用 可 能 な 検 出 器 と し て 、
呼 び 径 100mmの 真 空 フ ラ ン ジ に Ｍ Ｃ Ｐ を 取 り 付 け た も の が 市 販 さ れ て い る 。 こ の よ う な 検
出 器 と し て は 、 例 え ば 、 浜 松 ホ ト ニ ク ス 株 式 会 社 製 の F6959（ 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） が 知 ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 “ Ｍ Ｃ Ｐ ＆ Ｍ Ｃ Ｐ ア ッ セ ン ブ リ セ レ ク シ ョ ン ガ イ ド ” 、 [online]、 ２ ０
０ ５ 年 ７ 月 、 浜 松 ホ ト ニ ク ス 株 式 会 社 、 [平 成 １ ９ 年 ３ 月 １ 日 検 索 ]、 イ ン タ ー ネ ッ ト ＜ Ｕ
Ｒ Ｌ ： http://jp.hamamatsu.com/resources/products/etd/pdf/MCPassy_TMCP0001J05.pdf
＞
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
（ 従 来 技 術 の 問 題 点 ）
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 X線 検 出 器 で は 真 空 フ ラ ン ジ が 大 き い た め に
呼 び 径 100mm未 満 の ポ ー ト に は 取 り 付 け ら れ な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 は 、 前 述 の 事 情 に 鑑 み 、 簡 易 か つ 廉 価 に 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 X線 の 検 出 が で き る 、
新 規 な 呼 び 径 40mmの 真 空 フ ラ ン ジ つ き 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 X線 検 出 器 を 提 供 す る こ と を 技 術
的 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 技 術 的 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 考 案 の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出
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器 は 、
　 呼 び 径 ４ ０ mmの フ ラ ン ジ と 、
　 前 記 フ ラ ン ジ に 支 持 さ れ る 支 柱 と 、
　 前 記 支 柱 に 支 持 さ れ た 基 板 と 、
　 前 記 基 板 上 に 支 持 さ れ た マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト と 、
　 前 記 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト の 上 に 支 持 さ れ た マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト カ バ ー
と 、
　 前 記 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト カ バ ー の 上 に 絶 縁 さ れ て 支 持 さ れ た 加 速 ・ 減 速 電 極 と
、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 考 案 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 に お い て 、
　 前 記 呼 び 径 ４ ０ mmの フ ラ ン ジ に 電 流 導 入 部 を 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 考 案 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 に お
い て 、
　 前 記 加 速 ・ 減 速 電 極 に メ ッ シ ュ を 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 考 案 は 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ま た は ３ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 ・ イ オ ン ・
軟 Ｘ 線 検 出 器 に お い て 、
　 前 記 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト の 陽 極 と マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト の 出 力 電 極 と の
間 に １ MΩ の 抵 抗 を 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 考 案 に よ れ ば 、 呼 び 径 40mmの 真 空 フ ラ ン ジ に 取 り 付 け た 電 子 ・ イ オ ン ・
軟 X線 検 出 器 を 簡 易 か つ 廉 価 に 提 供 す る こ と が で き る 。
　 請 求 項 ２ 記 載 の 考 案 に よ れ ば 、 フ ラ ン ジ か ら マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト や 加 速 ・ 減 速
電 極 に 電 圧 を 供 給 で き る 。
　 請 求 項 ３ 記 載 の 考 案 に よ れ ば 、 メ ッ シ ュ に よ り マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト か ら の 電 場
の 漏 れ を 防 止 で き る 。
　 請 求 項 ４ 記 載 の 考 案 に よ れ ば 、 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト の 陽 極 と マ イ ク ロ チ ャ ン ネ
ル プ レ ー ト の 出 力 電 極 と を 抵 抗 を 介 し て 接 続 で き 、 電 流 導 入 部 を 共 通 化 で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 の 具 体 例 （ 実 施 例 ） を 説 明 す る が 、 本 考
案 は 以 下 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
　 な お 、 以 下 の 図 面 を 使 用 し た 説 明 に お い て 、 理 解 の 容 易 の た め に 説 明 に 必 要 な 部 材 以 外
の 図 示 は 適 宜 省 略 さ れ て い る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 本 考 案 の 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の 全 体 説 明 図 で あ り 、 図 １ Ａ は
斜 視 図 、 図 １ Ｂ は 平 面 図 で あ る 。
　 図 ２ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の フ ラ ン ジ の 説 明 図 で あ り 、 図 ２ Ａ は フ
ラ ン ジ の 側 面 図 、 図 ２ Ｂ は フ ラ ン ジ の 平 面 図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 本 考 案 の 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 １ は 、 真 空 チ ャ ン バ 等
に 取 付 け る た め の フ ラ ン ジ ２ を 有 す る 。 図 １ ， 図 ２ に お い て 、 フ ラ ン ジ ２ は 、 呼 び 径 （ 外
径 ） が ４ ０ ｍ ｍ の フ ラ ン ジ に よ り 構 成 さ れ て お り 、 外 周 部 に フ ラ ン ジ 固 定 用 孔 ２ ａ が ６ ０
° 間 隔 に ６ 個 形 成 さ れ て い る 。 フ ラ ン ジ ２ の 内 部 に は 、 １ ２ ０ ° 間 隔 に ３ 個 の 支 柱 固 定 用
ネ ジ 孔 ２ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 支 柱 固 定 用 ネ ジ 孔 ２ ｂ と は 位 相 が ６ ０ ° ず れ た
位 置 に １ ２ ０ ° 間 隔 に ３ つ の 電 源 導 入 部 ２ ｃ が 設 置 さ れ て お り 、 前 記 電 源 導 入 部 ２ ｃ は 上
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方 に 突 出 す る コ ネ ク タ 装 着 ピ ン ２ ｄ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の 支 柱 の 説 明 図 で あ り 、 図 ３ Ａ は 側 面 図
、 図 ３ Ｂ は 下 面 図 、 図 ３ Ｃ は 平 面 図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 前 記 ３ つ の 支 柱 固 定 用 ネ ジ 孔 ２ ｂ に は 、 そ れ ぞ れ 、 支 柱 ３ が 固 定 支 持 さ
れ て い る 。 図 １ ， 図 ３ に お い て 、 前 記 支 柱 ３ は 、 支 柱 本 体 ３ ａ と 、 支 柱 本 体 ３ ａ の 下 端 に
形 成 さ れ 且 つ 前 記 支 柱 固 定 用 ネ ジ 孔 ２ ｂ に ね じ 込 ま れ る ネ ジ 部 ３ ｂ と 、 支 柱 本 体 ３ ａ の 上
端 に 形 成 さ れ た 基 板 固 定 用 ネ ジ 孔 ３ ｃ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の 基 板 の 平 面 図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 前 記 支 柱 ３ の 上 端 に は 、 基 板 ４ が 固 定 支 持 さ れ て い る 。 図 １ ， 図 ４ に お
い て 、 実 施 例 １ の 基 板 ４ は 、 円 板 状 の 基 板 本 体 ４ ａ と 、 基 板 本 体 ４ ａ の 外 周 部 に ６ ０ ° 間
隔 に 形 成 さ れ た Ｕ 字 状 の 切 り 欠 き 部 ４ ｂ と 、 基 板 本 体 ４ ａ の 外 周 部 に 前 記 切 り 欠 き 部 ４ ｂ
か ら ３ ０ ° 位 相 が ず れ た 位 置 に １ ２ ０ ° 間 隔 に ３ つ 形 成 さ れ た ビ ス 貫 通 孔 ４ ｃ と 、 前 記 ビ
ス 貫 通 孔 ４ ｃ か ら ６ ０ ° 位 相 が ず れ た 位 置 に １ ２ ０ ° 間 隔 に ３ つ 形 成 さ れ た カ バ ー 固 定 用
ネ ジ 孔 ４ ｄ と を 有 す る 。 図 １ に お い て 、 ビ ス 貫 通 孔 ４ ｃ を 貫 通 し て 基 板 固 定 用 ネ ジ 孔 ３ ｃ
に ね じ 込 ま れ る ビ ス Ｂ １ に よ り 、 前 記 基 板 ４ は 支 柱 ３ に ネ ジ 止 め さ れ る 。 な お 、 実 施 例 １
で 使 用 さ れ る ビ ス と し て 、 空 気 穴 付 の ビ ス を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ５ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト カ バ ー の
平 面 図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 前 記 基 板 ４ の 上 方 に は マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト カ バ ー ６ が 支 持 さ れ
て い る 。 図 １ 、 図 ５ に お い て 、 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト カ バ ー ６ は 、 中 空 円 板 状 （ ド
ー ナ ツ 状 ） の カ バ ー 本 体 ６ ａ を 有 す る 。 前 記 カ バ ー 本 体 ６ ａ に は 、 前 記 カ バ ー 固 定 用 ネ ジ
孔 ４ ｄ に 対 応 し て ビ ス 貫 通 孔 ６ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 ビ ス 貫 通 孔 ６ ｂ か ら 位 相 が ず れ
た 位 置 に は 、 １ ２ ０ ° 間 隔 に ３ 箇 所 の 下 側 碍 子 装 着 孔 ６ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記
下 側 碍 子 装 着 孔 ６ ｃ か ら 位 相 が ず れ た 位 置 に は 、 １ ２ ０ ° 間 隔 に ３ 箇 所 の 上 側 碍 子 装 着 孔
６ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 前 記 上 側 碍 子 装 着 孔 ６ ｄ か ら 位 相 が ず れ た 位 置 に は 、 本
実 施 例 で は 使 用 し な い が 、 １ ２ ０ ° 間 隔 に ３ 箇 所 の 貫 通 孔 ６ ｅ が 形 成 さ れ て い る 。
　 図 １ に お い て 、 前 記 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト カ バ ー ６ は 、 基 板 ４ と マ イ ク ロ チ ャ ン
ネ ル プ レ ー ト カ バ ー ６ と の 間 に 、 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト ７ を 挟 ん だ 状 態 で 、 ビ ス 貫
通 孔 ６ ｂ を 貫 通 し て 、 カ バ ー 固 定 用 ネ ジ 孔 ４ ｄ に ネ ジ 止 め さ れ る ビ ス Ｂ ２ に よ り ネ ジ 止 め
さ れ る 。 こ の と き 、 下 側 碍 子 装 着 孔 ６ ｃ と 基 板 ４ の 上 面 と の 間 に は 、 ア ル ミ ナ 製 の 絶 縁 碍
子 Ｇ １ が 挟 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ６ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト の 説 明 図
で あ り 、 図 ６ Ａ は 平 面 図 、 図 ６ Ｂ は 要 部 断 面 側 面 図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 前 記 基 板 ４ と マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト カ バ ー ６ と の 間 に は マ イ ク ロ
チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト ７ が 配 置 さ れ て い る 。 図 ６ に お い て 、 前 記 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー
ト ７ は 、 従 来 公 知 の マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト （ 例 え ば 、 浜 松 ホ ト ニ ク ス 株 式 会 社 製 Ｆ
４ ６ ５ ５ （ 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） を 使 用 可 能 ） で あ り 、 ス テ ン レ ス 製 の Ｍ Ｃ Ｐ 基 板 ７ ａ と 、
絶 縁 材 を 介 し て 配 置 さ れ た 陽 極 ７ ｂ と 、 上 端 部 に 配 置 さ れ た シ ー ル ド ７ ｃ と 、 前 記 陽 極 ７
ｂ と シ ー ル ド ７ ｃ と の 間 に 絶 縁 材 を 介 し て 配 置 さ れ た Ｍ Ｃ Ｐ 本 体 ７ ｄ と を 有 す る 。 前 記 Ｍ
Ｃ Ｐ 本 体 ７ ｄ に は 、 入 口 電 極 端 子 ７ ｅ と 出 口 電 極 端 子 ７ ｆ と が 接 続 さ れ て お り 、 前 記 陽 極
７ ｂ に は 陽 極 端 子 ７ ｇ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ７ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の 説 明 図 で あ り 、 図 ７ Ａ は 加 速 ・ 減 速 電
極 の 平 面 図 、 図 ７ Ｂ は 絶 縁 碍 子 の 説 明 図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 前 記 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト カ バ ー ６ の 上 方 に は 、 加 速 ・ 減 速 電 極
プ レ ー ト ８ が 支 持 さ れ て い る 。 図 １ 、 図 ７ Ａ に お い て 、 前 記 加 速 ・ 減 速 電 極 プ レ ー ト ８ は
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、 中 空 円 板 状 （ ド ー ナ ツ 状 ） の 加 減 速 電 極 本 体 ８ ａ を 有 す る 。 前 記 加 減 速 電 極 本 体 ８ ａ に
は 、 前 記 上 側 碍 子 装 着 孔 ６ ｄ に 対 応 し て 碍 子 固 定 用 ネ ジ 孔 ８ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 碍
子 固 定 用 ネ ジ 孔 ８ ｂ か ら 位 相 が ず れ た 位 置 に は 、 １ ２ ０ ° 間 隔 に ３ 箇 所 の ネ ジ 止 め 用 貫 通
孔 ８ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
　 図 １ に お い て 、 加 速 ・ 減 速 電 極 プ レ ー ト ８ と マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト カ バ ー ６ と の
間 に は 、 絶 縁 碍 子 Ｇ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 図 ７ Ｂ に お い て 、 前 記 絶 縁 碍 子 Ｇ ２ は 、 中 空 円
筒 状 の ブ ッ シ ン グ に よ り 構 成 さ れ て お り 、 上 側 碍 子 装 着 孔 ６ ｄ と 同 様 の 外 径 を 有 す る 小 径
部 Ｇ ２ ａ と 、 小 径 部 Ｇ ２ ａ よ り も 大 径 の 大 径 部 Ｇ ２ ｂ と 、 中 央 を 円 筒 軸 方 向 に 貫 通 す る 貫
通 孔 Ｇ ２ ｃ と を 有 す る 。 実 施 例 １ で は 、 絶 縁 用 の ブ ッ シ ン グ で あ る 株 式 会 社 友 玉 園 セ ラ ミ
ッ ク ス 社 製 の Ｃ Ａ － １ を 使 用 し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 し た が っ て 、 前 記 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト カ バ ー ６ の ３ 箇 所 の 上 側 碍 子 装 着 孔 ６ ｄ
に 貫 通 孔 Ｇ ２ ｃ を 合 わ せ た 状 態 で 、 上 下 両 面 に 絶 縁 碍 子 Ｇ ２ が 合 計 ６ 個 配 置 さ れ て お り 、
貫 通 孔 Ｇ ２ ｃ お よ び 上 側 碍 子 装 着 孔 ６ ｄ を 貫 通 し て 前 記 碍 子 固 定 用 ネ ジ 孔 ８ ｂ に ね じ 込 ま
れ る ビ ス に よ り 、 加 速 ・ 減 速 電 極 プ レ ー ト ８ が マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト カ バ ー ６ に 固
定 さ れ る 。
　 図 １ に お い て 、 前 記 加 速 ・ 減 速 電 極 プ レ ー ト ８ の 上 下 両 面 に は 、 メ ッ シ ュ ９ が 固 定 支 持
さ れ て い る 。 前 記 メ ッ シ ュ ９ と し て 、 例 え ば 、 金 メ ッ キ タ ン グ ス テ ン １ ０ ０ メ ッ シ ュ を ス
ポ ッ ト 溶 接 で 固 定 支 持 し て 使 用 可 能 で あ り 、 実 施 例 １ で は 、 株 式 会 社 ニ ラ コ 社 製 の Ｗ － ４
６ ８ ０ ７ １ を 使 用 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ８ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の 配 線 の 説 明 図 で あ る 。
　 図 １ 、 図 ６ に お い て 、 前 記 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト ７ の 各 端 子 ７ ｅ ～ ７ ｇ と 加 速 ・
減 速 電 極 プ レ ー ト ８ に は 、 配 線 １ １ が 接 続 さ れ て い る 。 図 １ ， 図 ８ に お い て 、 配 線 １ １ は
、 ア ル ミ ナ 製 数 珠 玉 碍 子 １ １ ａ （ 例 え ば 、 株 式 会 社 友 玉 園 セ ラ ミ ッ ク ス 社 製 、 Ａ － ７ ） と
、 前 記 ア ル ミ ナ 製 数 珠 玉 碍 子 １ １ ａ を 貫 通 す る イ ン コ ネ ル （ 登 録 商 標 ） ６ ０ ０ 線 （ 例 え ば
、 株 式 会 社 ニ ラ コ 社 製 、 ６ ０ １ ２ ６ ７ を 使 用 可 能 ） の ワ イ ヤ ー １ １ ｂ と 、 ワ イ ヤ ー １ １ ｂ
の 両 端 部 に 支 持 さ れ た 丸 ワ ッ シ ャ １ １ ｃ と を 有 す る 。 前 記 配 線 １ １ の 一 端 は 、 各 端 子 ７ ｅ
～ ７ ｇ に は ビ ス と ナ ッ ト で 固 定 し 、 加 速 ・ 減 速 電 極 プ レ ー ト ８ に は 、 前 記 絶 縁 碍 子 Ｇ ２ に
よ り 挟 み 込 む こ と で 固 定 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ９ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の Ｍ Ｈ Ｖ コ ネ ク タ の 説 明 図 で あ り 、 図 ９
Ａ は 側 面 図 、 図 ９ Ｂ は 平 面 図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 前 記 入 口 電 極 ７ ｅ 、 陽 極 端 子 ７ ｇ お よ び 加 速 ・ 減 速 電 極 プ レ ー ト ８ か ら
延 び る 配 線 １ １ の 他 端 は 、 Ｍ Ｈ Ｖ コ ネ ク タ １ ２ に 接 続 さ れ て お り 、 出 口 電 極 ７ ｆ か ら 延 び
る 配 線 は 、 抵 抗 １ ３ を 介 し て 陽 極 端 子 ７ ｇ と 同 じ Ｍ Ｈ Ｖ コ ネ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。 前 記
抵 抗 １ ３ と し て は 、 １ Ｍ Ω の 真 空 内 容 抵 抗 を 使 用 可 能 で あ り 、 実 施 例 １ で は 浜 松 ホ ト ニ ク
ス 株 式 会 社 製 の Ｅ ５ ０ ５ ７ を 使 用 し た 、 前 記 抵 抗 １ ３ は テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） 製 の チ ュ ー
ブ １ ４ で 絶 縁 さ れ て い る 。
　 図 １ ， 図 ９ に お い て 、 前 記 Ｍ Ｈ Ｖ コ ネ ク タ １ ２ は 、 コ ネ ク タ 本 体 １ ２ ａ と 、 コ ネ ク タ 本
体 １ ２ ａ の 一 端 側 に 形 成 さ れ て 前 記 コ ネ ク タ 装 着 ピ ン ２ ｄ に 装 着 さ れ る ピ ン 装 着 部 １ ２ ｂ
と 、 コ ネ ク タ 本 体 １ ２ ａ の 他 端 側 に 形 成 さ れ た ネ ジ 孔 １ ２ ｃ と を 有 す る 。 前 記 ネ ジ 孔 １ ２
ｃ に は 、 前 記 配 線 １ １ の 丸 ワ ッ シ ャ １ １ ｃ を 貫 通 し て ね じ 込 ま れ 、 配 線 １ １ を Ｍ Ｈ Ｖ コ ネ
ク タ １ ２ に 装 着 す る ビ ス Ｂ ３ が 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 組 み 立 て 方 法 ）
　 前 記 各 部 材 １ ～ １ ４ を 組 み 立 て は 、 以 下 の 手 順 で 行 う こ と が で き る 。
（ １ ） フ ラ ン ジ ２ の 支 柱 固 定 用 ネ ジ 孔 ２ ｂ に 支 柱 ３ を 取 付 け 、 支 柱 ３ の 上 に 基 板 ４ を ビ ス
Ｂ １ で 固 定 す る 。
（ ２ ） 加 速 ・ 減 速 電 極 プ レ ー ト ８ の 両 側 に メ ッ シ ュ ９ を ス ポ ッ ト 溶 接 す る 。
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（ ３ ） 絶 縁 碍 子 Ｇ ２ と ビ ス を 使 用 し て 、 加 速 ・ 減 速 電 極 プ レ ー ト ８ と マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル
プ レ ー ト カ バ ー ６ と を 固 定 す る 。 こ の と き 、 加 速 ・ 減 速 電 極 プ レ ー ト ８ に 配 線 １ １ を 接 続
し 、 配 線 １ １ の 他 端 は Ｍ Ｈ Ｖ コ ネ ク タ １ ２ に 接 続 す る 。
（ ４ ） マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト ７ の 各 端 子 ７ ｅ ～ ７ ｇ に ビ ス と ナ ッ ト で 配 線 １ １ の 一
端 を 接 続 す る 。 そ し て 、 入 口 電 極 端 子 ７ ｅ と 、 陽 極 端 子 ７ ｇ に 接 続 さ れ た 配 線 の 他 端 は 、
Ｍ Ｈ Ｖ コ ネ ク タ １ ２ に 接 続 し 、 出 口 電 極 端 子 ７ ｆ は 、 チ ュ ー ブ １ ４ で 絶 縁 さ れ た 抵 抗 １ ３
を 介 し て 、 陽 極 端 子 ７ ｇ に 接 続 す る 。
（ ５ ） 基 板 ４ の 上 に マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト ７ を 配 置 し 、 そ の 上 か ら （ ３ ） で 組 み 立
て た マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト カ バ ー ６ 等 を 被 せ 、 ネ ジ 止 め 用 貫 通 孔 ８ ｃ を 通 過 し 、 ビ
ス 貫 通 孔 ６ ｂ を 貫 通 し て 、 カ バ ー 固 定 用 ネ ジ 孔 ４ ｄ に ネ ジ 止 め さ れ る ビ ス Ｂ ２ に よ り 、 マ
イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト カ バ ー ６ を 基 板 ４ に ネ ジ 止 め す る 。
（ ６ ） ３ つ の Ｍ Ｈ Ｖ コ ネ ク タ １ ２ を コ ネ ク タ 装 着 ピ ン ２ ｄ に 装 着 し 、 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ
線 検 出 器 １ が 組 み 立 て ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ 実 施 例 １ の 作 用 ）
　 前 記 構 成 を 備 え た 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 １ で は 、 真 空 チ ャ ン バ に 取 付
け 可 能 で 、 超 高 真 空 で も 電 子 、 イ オ ン 、 軟 Ｘ 線 を 検 出 す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 呼 び
径 が ４ ０ ｍ ｍ で あ る た め 、 小 型 の 真 空 フ ラ ン ジ に 取 付 け た り 、 サ イ ズ 変 換 用 の ス ペ ー サ を
使 用 す る こ と で 大 型 の 真 空 フ ラ ン ジ に も 対 応 で き る 。 ま た 、 表 面 か ら 放 出 さ れ る 電 子 、 イ
オ ン ば か り で な く 、 気 相 で 生 成 さ れ る 電 子 、 イ オ ン の 測 定 に も 使 用 で き る 。 さ ら に 、 加 速
・ 減 速 電 極 ８ を 有 す る の で 、 電 子 、 イ オ ン を 加 速 、 減 速 し て 検 出 す る こ と が で き る 。 ま た
、 メ ッ シ ュ ９ を 有 し て い る た め 、 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト ７ か ら 電 場 が 外 部 に 漏 れ る
こ と を 防 止 で き る 。
　 さ ら に 、 こ の 種 の 装 置 と し て は 構 造 が 単 純 で 、 部 品 点 数 が 少 な く 、 低 コ ス ト 化 で き 、 容
易 に 組 み 立 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ 使 用 例 ）
（ イ オ ン の 検 出 方 法 ）
　 図 １ ０ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 を 使 用 し て イ オ ン 収 量 を 測 定 す る イ オ
ン 収 量 測 定 装 置 の 概 略 説 明 図 で あ る 。
　 図 １ ０ に お い て 、 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 １ を 使 用 し て イ オ ン 収 量 を 測
定 す る イ オ ン 収 量 測 定 装 置 ２ １ と し て 使 用 す る 場 合 、 真 空 チ ャ ン バ ２ ２ の フ ラ ン ジ ２ ２ ａ
に 、 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 １ の フ ラ ン ジ ２ を ネ ジ 止 め す る 。 前 記 真 空 チ ャ ン バ ２ ２
は 、 真 空 ポ ン プ ２ ３ に よ り 超 高 真 空 に 真 空 排 気 さ れ た 後 、 窒 素 ガ ス 供 給 器 ２ ４ に よ り 窒 素
が 導 入 さ れ る 。 導 入 さ れ た 窒 素 ガ ス に 、 シ ン ク ロ ト ロ ン 放 射 光 ２ ６ を 照 射 し 、 発 生 し た イ
オ ン を 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 １ で 検 出 す る 。
　 使 用 例 １ で は 、 加 速 ・ 減 速 電 極 ８ に は － １ ０ ０ ０ Ｖ を 印 加 し 、 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ
ー ト ７ の 入 口 電 極 ７ ｅ に は － １ ８ ５ ０ Ｖ を 印 加 し た 。 ま た 、 マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト
７ の 陽 極 ７ ｇ に は １ ０ ０ ｋ Ω の 直 列 抵 抗 ２ ７ を 介 し て ０ Ｖ を 印 加 し た 。 ま た 、 出 口 電 極 ７
ｆ か ら １ Ｍ Ω の 抵 抗 １ ３ を 介 し て 出 力 さ れ た 信 号 は 、 直 列 に 接 続 さ れ た １ ０ ０ ０ ｐ Ｆ の コ
ン デ ン サ ２ ８ を 介 し て プ リ ア ン プ ２ ９ で 増 幅 さ れ 、 デ ィ ス ク リ ミ ネ ー タ ３ ０ で 弁 別 さ れ て
、 カ ウ ン タ ３ １ で カ ウ ン ト さ れ る 。 な お 、 使 用 例 １ で は 、 真 空 ポ ン プ に よ り 真 空 チ ャ ン バ
２ ２ は ３ × １ ０ － ７ Ｐ ａ に 排 気 さ れ 、 窒 素 は ８ × １ ０ － ６ Ｐ ａ 供 給 し た 。
　 得 ら れ た イ オ ン 収 量 ス ペ ク ト ル の 一 例 を 、 図 １ １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ １ は 使 用 例 １ の イ オ ン 収 量 ス ペ ク ト ル の 説 明 図 で あ り 、 横 軸 に 光 子 エ ネ ル ギ ー を 取
り 、 縦 軸 に １ ０ 秒 間 の イ オ ン の カ ウ ン ト 数 を 取 っ た グ ラ フ で あ る 。
　 図 １ １ に お い て 、 窒 素 分 子 の π ＊ ← １ ｓ σ 共 鳴 励 起 に 由 来 す る Ｘ 線 吸 収 ス ペ ク ト ル の 微
細 構 造 が 明 瞭 に 観 測 さ れ た 。 こ の 結 果 、 本 装 置 は 、 イ オ ン 収 量 測 定 装 置 と し て 十 分 機 能 す
る こ と が 示 さ れ た 。 な お 、 電 子 を 検 出 す る 際 に は 、 例 え ば 、 加 速 ・ 減 速 電 極 ８ に ＋ １ ０ ０
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Ｖ 、 入 口 電 極 ７ ｅ に ＋ １ ０ ０ Ｖ 、 陽 極 ７ ｇ に は ＋ １ ９ ５ ０ Ｖ を 印 加 す る こ と が 好 適 で あ る
。 ま た 、 軟 Ｘ 線 を 検 出 す る 際 に は 、 例 え ば 、 加 速 ・ 減 速 電 極 ８ に ＋ １ ０ ０ Ｖ 、 入 口 電 極 ７
ｅ に － １ ８ ５ ０ Ｖ 、 陽 極 ７ ｇ に は ０ Ｖ を 印 加 す る こ と が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 変 更 例 ）
　 以 上 、 本 考 案 の 実 施 例 を 詳 述 し た が 、 本 考 案 は 、 前 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く
、 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 考 案 の 要 旨 の 範 囲 内 で 、 種 々 の 変 更 を 行 う こ と
が 可 能 で あ る 。 本 考 案 の 変 更 例 （ Ｈ 01） 、 （ Ｈ 02） を 下 記 に 例 示 す る 。
（ Ｈ 01） 前 記 実 施 例 に お い て 、 材 料 名 や 製 品 名 、 印 加 電 圧 等 の 具 体 的 な 数 値 は 、 例 示 し た
も の に 限 定 さ れ ず 、 設 計 や 仕 様 に 応 じ て 任 意 に 変 更 可 能 で あ る 。
（ Ｈ 02） 前 記 実 施 例 に お い て 、 加 速 ・ 減 速 電 極 や メ ッ シ ュ は 、 設 け る こ と が 望 ま し い が 、
省 略 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ は 本 考 案 の 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の 全 体 説 明 図 で あ り 、 図
１ Ａ は 斜 視 図 、 図 １ Ｂ は 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の フ ラ ン ジ の 説 明 図 で あ り 、 図 ２
Ａ は フ ラ ン ジ の 側 面 図 、 図 ２ Ｂ は フ ラ ン ジ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の 支 柱 の 説 明 図 で あ り 、 図 ３ Ａ は
側 面 図 、 図 ３ Ｂ は 下 面 図 、 図 ３ Ｃ は 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の 基 板 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト カ
バ ー の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト の
説 明 図 で あ り 、 図 ６ Ａ は 平 面 図 、 図 ６ Ｂ は 要 部 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の 説 明 図 で あ り 、 図 ７ Ａ は 加 速 ・
減 速 電 極 の 平 面 図 、 図 ７ Ｂ は 絶 縁 碍 子 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の 配 線 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 の Ｍ Ｈ Ｖ コ ネ ク タ の 説 明 図 で あ り
、 図 ９ Ａ は 側 面 図 、 図 ９ Ｂ は 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 実 施 例 １ の 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 Ｘ 線 検 出 器 を 使 用 し て イ オ ン 収 量 を 測 定
す る イ オ ン 収 量 測 定 装 置 の 概 略 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 使 用 例 １ の イ オ ン 収 量 ス ペ ク ト ル の 説 明 図 で あ り 、 横 軸 に 光 子 エ ネ ル
ギ ー を 取 り 、 縦 軸 に １ ０ 秒 間 の イ オ ン の カ ウ ン ト 数 を 取 っ た グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
１ … 電 子 ・ イ オ ン ・ 軟 X線 検 出 器 、 ２ … フ ラ ン ジ 、 ２ ａ … フ ラ ン ジ 固 定 用 孔 、 ２ ｂ … 支 柱
固 定 用 ネ ジ 孔 、 ２ ｃ … 電 源 導 入 部 、 ２ ｄ … コ ネ ク タ 装 着 ピ ン 、 ３ … 支 柱 、 ３ ａ … 支 柱 本 体
、 ３ ｂ … ネ ジ 部 、 ３ ｃ … 基 板 固 定 用 ネ ジ 孔 、 ４ … 基 板 、 ４ ａ … 基 板 本 体 、 ４ ｂ … 切 り 欠 き
部 、 ４ ｃ … ビ ス 貫 通 孔 、 ４ ｄ … カ バ ー 固 定 用 ネ ジ 孔 、 ６ … マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト カ
バ ー 、 ６ ａ … カ バ ー 本 体 、 ６ ｂ … ビ ス 貫 通 孔 、 ６ ｃ … 下 側 碍 子 装 着 孔 、 ６ ｄ … 上 側 碍 子 装
着 孔 、 ６ ｅ … 貫 通 孔 、 ７ … マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル プ レ ー ト 、 ７ ａ … Ｍ Ｃ Ｐ 基 板 、 ７ ｂ … 陽 極
、 ７ ｃ … シ ー ル ド 、 ７ ｄ … Ｍ Ｃ Ｐ 本 体 、 ７ ｅ … 入 口 電 極 端 子 、 ７ ｆ … 出 口 電 極 端 子 、 ７ ｇ
… 陽 極 端 子 、 ８ … 加 速 ・ 減 速 電 極 、 ８ ａ … 加 減 速 電 極 本 体 、 ８ ｂ … 碍 子 固 定 用 ネ ジ 孔 、 ８
ｃ … ネ ジ 止 め 用 貫 通 孔 、 ９ … メ ッ シ ュ 、 １ １ … 配 線 、 １ １ ａ … ア ル ミ ナ 製 数 珠 玉 碍 子 、 １
１ ｂ … ワ イ ヤ ー 、 １ １ ｃ … 丸 ワ ッ シ ャ 、 １ ２ … コ ネ ク タ 、 １ ２ ａ … コ ネ ク タ 本 体 、 １ ２ ｂ
… ピ ン 装 着 部 、 １ ２ ｃ … ネ ジ 孔 、 １ ３ … 抵 抗 、 １ ４ … チ ュ ー ブ 、 ２ １ … イ オ ン 収 量 測 定 装
置 、 ２ ２ … 真 空 チ ャ ン バ 、 ２ ２ ａ … フ ラ ン ジ 、 ２ ３ … 真 空 ポ ン プ 、 ２ ４ … 窒 素 ガ ス 供 給 器
、 ２ ６ … シ ン ク ロ ト ロ ン 放 射 光 、 ２ ７ … 直 列 抵 抗 、 ２ ８ … コ ン デ ン サ 、 ２ ９ … プ リ ア ン プ
、 ３ ０ … デ ィ ス ク リ ミ ネ ー タ 、 ３ １ … カ ウ ン タ 、 Ｂ １ ， Ｂ ２ ， Ｂ ３ … ビ ス 、 Ｇ １ ， Ｇ ２ …
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絶 縁 碍 子 、 Ｇ ２ ａ … 小 径 部 、 Ｇ ２ ｂ … 大 径 部 、 Ｇ ２ ｃ … 貫 通 孔 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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